
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】突然襲い来る脳障害の多くは歩行困難になるも

のが多く、この治療法がなく、リハビリにより之に代え

ている。リハビリのための、体重の一部を車体に預け歩

行することができる介護機器を提供する。

【解決手段】高さ調節ができるサドル１、歩行目的時に

は内側に回り込ませることができるペタル７を備え、折

りたたむことができる自転車。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
歩 行 弱 者 が 安 全 で 倒 れ な い 自 転 車 に 身 体 を 支 え ら れ 、 地 面 に カ ガ ト が つ く 位 置 で サ ド ル 、
ハ ン ド ル （ 図 １ － ３ ） に よ り 固 定 さ せ る 。 個 人 差 は 修 正 し 無 理 の な い 状 態 に し 、 歩 行 目 的
に 不 要 な ペ タ ル は 内 側 に 回 り こ ま せ （ 図 １ － ７ ） 之 を 容 易 に し 、 人 生 基 本 で あ る 普 通 の 歩
行 の 可 能 性 を 目 指 し 、 医 療 効 果 を 高 め 、 随 時 歩 行 距 離 を 延 ば し 、 日 常 両 脚 を 鍛 え る こ と が
出 来 る 介 護 自 転 車 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 目 的 と 共 に 引 き 篭 り が ち な 状 態 か ら 脱 す る 為 、 タ ク シ ー の 客 室 に 手 荷 物 と し て
持 ち 込 む こ と が 出 来 、 小 型 で 軽 量 で あ る こ と が 必 要 で 主 要 関 節 （ 図 ２ － ４ － ５ ） に 各 々 展
開 バ ネ （ 図 ４ － １ ５ ） を 配 し 、 車 体 （ 図 ２ ） の ワ イ ヤ ー を ハ ン ド ル で 巻 き 取 り （ 図 ４ － ８
） 方 向 ハ ン ド ル （ 図 ３ － ９ ） の 方 へ 集 合 さ せ る 。 軽 量 化 に つ い て は 炭 素 繊 維 、 硬 質 樹 脂 成
型 又 は 、 軽 金 属 の 合 成 で 成 る 介 護 自 転 車 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 発 明 に 属 す る 技 術 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 歩 行 弱 者 の リ ハ ビ リ に 関 し 苦 痛 を 伴 わ ず 、 日 常 の 中 に 透 っ て 実 施 す る こ と が
出 き る 自 転 車 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 リ ハ ビ リ は 長 期 間 に わ た り 亦 、 病 状 に よ り 完 治 し な い も の も あ り 、 介 護 に 当 た る 者 を
含 み 自 由 を 奪 わ れ る 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 プ ー ル で の 水 泳 で 実 施 す る 内 容 に 、 浮 遊 す る こ と で 体 重 が す べ て 両 脚 に 架 か ら ず 苦 痛
が 少 な い こ と に 着 目 し 、 体 重 の 一 部 を 車 体 に 預 け 歩 行 す る こ と が 出 来 る 自 転 車 。
【 課 題 が 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 体 重 を 車 体 に 架 け る 度 合 い は サ ド ル （ 図 １ － ３ ） の 高 さ を 調 整 す る こ と で 決 め ら れ 無 理
の な い 状 態 に す る と 共 に バ ラ ン ス を 崩 し 横 転 の 危 険 の 少 な い 安 定 感 と 次 の 動 作 に 移 る 意 欲
を 生 み 出 す こ と が 出 来 る
【 発 明 実 施 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 車 体 は 安 全 を 主 に 堅 牢 軽 量 で あ り 、 身 体 の 一 部 と し て 小 回 り の き く も の で 車 体 折 り た
た み 形 態 （ 図 ３ ） か ら 主 要 支 点 （ 図 ２ － ４ － ５ ） に 展 開 バ ネ と 引 き バ ネ （ 図 ４ － ８ ． ９ ）
を 配 置 し 、 機 械 抵 抗 の 少 な い 基 部 を 駆 動 し 圧 止 す る が 、 展 開 押 し ボ タ ン （ 図 ４ － ８ ． ５ ）
か ゜ ピ ン （ 図 ４ － ８ ． ６ ） の 杭 止 め よ り 脱 し て 空 転 し ワ イ ヤ ー （ 図 ４ － ８ ． ７ ） を 介 し て
引 き バ ネ や 押 し バ ネ （ 図 ４ － １ ２ ． ３ ） に よ り 一 斉 に 展 開 す る が 、 後 方 ロ ー ラ ー 基 部 （ 図
４ － １ ０ ） の 腕 （ 図 ４ － １ ０ ． ２ ） に よ り 足 竿 （ 図 ２ － １ ０ ． ３ ） を 押 し 開 き 、 前 方 ロ ー
ラ ー 部 （ 図 ４ － １ ２ ． １ ） の 開 口 竿 を 押 し 下 げ て 乗 り 降 り す る Ｕ 字 開 口 部 （ 図 ２ ） が 生 ま
れ 、 安 定 竿 （ 図 ２ － ２ ） を 股 下 に 嵌 入 し 横 ぶ れ を 封 じ 、 安 定 感 と 共 に 組 み 合 わ せ の 小 微 動
を 止 め る 。
ペ タ ル 走 行 の 場 合 は チ ェ ー ン 環 道 （ 図 ２ － １ １ ） か ら 左 右 車 輪 に 伝 送 さ れ る 。
歩 行 目 的 に は 不 要 な ペ タ ル （ 図 １ － ７ ） は 、 引 き 環 （ 図 ２ － ６ ） を 引 き 上 げ る こ と で 内 側
に 回 り 込 ま せ 、 之 を 容 易 に す る 。
閉 じ 込 み の 場 合 も 亦 、 ワ イ ヤ ー 巻 取 支 点 軸 （ 図 ４ － ４ ） に ラ チ ェ ッ ト が 巻 き 戻 り 止 め と し
巻 取 半 ば に す れ ば 手 押 し 車 と な り 、 巻 き き れ ば （ 図 ３ ） の 形 態 と な り 、 更 に 空 間 を 埋 め る
目 的 で 方 向 ハ ン ド ル の ハ の 字 を リ の 字 に 折 り 曲 げ ９ ０ 度 回 し 、 サ ド ル は 水 平 位 置 か ら 垂 直
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に 圧 縮 し た 形 状 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 医 療 効 果 は や る 気 と 継 続 が 重 要 で あ り 、 常 に 目 的 に 向 か う こ と が 出 来 る 介 護 機 器 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 要 領
【 図 ２ 】 展 開 図
【 図 ３ 】 閉 止 形 態
【 図 ４ 】 部 分 形 態
【 符 号 の 説 明 】
１ ． 　 　 　 サ ド ル
２ ． 　 　 　 安 定 竿
３ ． 　 　 　 サ ド ル 固 定 ハ ン ド ル
４ ． 　 　 　 主 要 支 点 、 巻 取 り 支 点 軸 、 展 開 押 し ボ タ ン
５ ． 　 　 　 主 要 支 点
６ ． 　 　 　 引 き 環
７ ． 　 　 　 ワ イ ヤ ー
８ ． 　 　 　 巻 取 り ハ ン ド ル
９ ． 　 　 　 方 向 ハ ン ド ル
１ ０ ． １ 　 ロ ー ラ ー 基 部
１ ０ ． ２ 　 腕
１ ０ ． ３ 　 足 竿
１ １ ． 　 　 チ ェ ー ン 環 道
１ ２ ． 　 　 押 し バ ネ
１ ３ ． 　 　 後 輪
１ ４ ． 　 　 前 輪
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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